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六
十
年
を
振
り
返

母
校
長
井
高

等
学
校
も
昨
年
、

創
立
六
十
周
年

記
念
式
典
を
、

種
々
の
記
念
事

業
と
共
に
立
派

に
挙
行
さ
れ
た

事
は
、
誠
に
嬉
し
く
感
激
で
も
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
東
京
同
窓
会
も
心
か
ら
の
喜
び
を
、

大
勢
の
会
員
と
共
に
祝
賀
出
来
た
事
は
、
こ

の
上
も
無
く
す
ば
ら
し
い
事
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
東
京
同
窓
会
が
始
ま
っ
て
以
来
、
か

つ
て
無
か
っ
た
大
盛
況
の
集
い
の
後
、
私
は

東
京
同
窓
会
の
六
十
年
の
歴
史
を
し
み
じ
み

と
振
り
返
っ
て
見
ま
し
た
。

大
正
十
四
年
第
一
回
卒
業
生
が
誕
生
。
そ

の
こ
ろ
、
長
中
五
年
生
の
修
学
旅
行
は
東
京

方
面
で
し
た
の
で
、
翌
年
か
ら
、
後
輩
を
上

野
の
宿
に
迎
え
案
内
す
る
の
が
、
在
京
卒
業

生
の
任
務
だ
っ
た
訳
で
す
。
勿
論
、
卒
業
生

の
数
も
少
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
忙
し
い
私
生
活

vつ

て

室
長
沼
孝
三

で
す
か
ら
、
同
窓
会
と
し
て
確
立
し
た
も
の

も
無
く
、
そ
の
間
一
回
卒
の
小
林
高
記
君
が
、

大
変
尽
力
さ
れ
た
の
を
記
憶
し
て
い
る
。

昭
和
も
十
年
代
に
な
る
と
、
戦
争
は
満
州

か
ら
北
支
へ
飛
び
、
落
ち
着
か
ぬ
世
の
中
に

な
り
、
同
窓
会
も
動
き
は
あ
っ
た
の
で
す
が
、

い
ず
れ
も
散
発
に
終
っ
て
居
り
ま
す
。

東
京
同
窓
会
と
し
て
形
が
整
っ
た
の
は
、

戦
後
で
、
桑
島
喜
平
君
、
大
国
輝
威
君
ら
の
・

お
骨
折
り
で
す
。
そ
の
後
は
高
橋
正
こ
君
、

安
部
欣
一
君
が
事
務
局
長
と
し
て
、
基
盤
を

確
固
た
る
も
の
に
さ
れ
た
の
で
す
が
、
そ
の

聞
に
も
い
ろ
い
ろ
問
題
は
あ
り
ま
し
た
。

第
一
に
は
、
同
窓
会
の
目
的
、
存
在
意
義

に
対
す
る
考
え
方
の
相
違
で
す
。
こ
の
問
題

は
今
後
も
大
い
に
検
討
す
べ
き
で
し
ょ
う
。

六
十
年
の
歴
史
は
、
会
員
の
量
と
質
と
を

大
き
く
変
え
て
居
り
ま
す
。
今
後
、
会
は
ど

う
あ
る
べ
き
か
?
会
員
の
責
任
は
つ

会
員
の
皆
さ
ん
と
共
に
熟
慮
し
、
母
校
の

発
展
に
寄
与
し
た
い
も
の
で
す
。

創
立
六
十
周
年
記
念
祭

大
盛
会
|
|
|

東
京
鷹
桜
会

母
校
、
山
形
県
立
長
井
高
等
学
校
は
大
正

九
年
開
校
以
来
、
昨
年
六
十
周
年
を
迎
え
、

母
校
と
同
窓
会
で
は
、
記
念
事
業
と
し
て
、

①
同
窓
会
館
の
建
設
(
総
工
費
約
八
六

O
O

万
円
)
、
②
六
十
年
史
の
刊
行
、
③
同
窓
会
名

簿
の
発
行
の
三
つ
を
完
成
し
て
、
昨
年
九
月

十
四
日
、
母
校
で
記
念
式
典
と
祝
賀
会
を
盛

大
に
開
い
た
。

こ
れ
に
呼
応
し
て
、
東
京
鷹
桜
会
も
昨
年

十
月
十
八
日
、
東
武
デ
パ
ー
ト
日
階
の
パ
ン

ケ
ッ
ト
ホ

l
ル
で
、
約
三
百
人
が
出
席
し
て

盛
大
に
記
e

念
式
典
と
総
会
を
聞
い
た
。

会
は
ま
ず
総
会
が
聞
か
れ
、
長
沼
孝
三
会

長
山
?
「
来
京
の
同
窓
会
が
こ
の
よ
う
に
多
数

参
集
さ
れ
た
の
は
初
め
て
で
、
こ
れ
か
ら
が

楽
し
み
だ
が
、
手
本
と
な
る
の
は
米
沢
輿
譲

館
の
同
窓
会
で
は
な
か
ろ
う
か
。
母
校
の
発

展
と
会
員
の
健
康
を
祈
る
」
と
力
強
く
挨
拶

さ
れ
、
高
橋
忠
三
事
務
局
長
(
昭
部
卒
)
の

会
務
報
告
等
の
後
、
記
念
式
典
に

λ
っ
た
。

記
念
式
典
で
は
、
故
郷
よ
り
列
席
さ
れ
た

大
場
徹
三
一
同
窓
会
副
会
長
、
中
川
淳
教
頭
の

祝
辞
の
後
、
須
藤
恒
雄
氏
(
昭
3
卒
)
の
乾

杯
で
祝
宴
に
入
り
、
満
員
の
会
場
で
先
輩
、

同
輩
、
後
輩
と
の
話
に
花
が
咲
き
、
最
後
に

万
歳
三
唱
、
校
歌
斉
唱
を
し
て
散
会
し
た
。
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東5
完EゴL ノ、

会高
高妻空
空ヂミ費
二て会

副
会
長

昭
和
五
十
五
年

十
月
十
八
日
、
池

袋
東
武
デ
パ
ー
ト

の
パ
ン
ケ

y
ト
ホ

ー
ル
に
お
け
る
祝

賀
会
は
、
実
に
大

成
功
裡
に
終
っ
た
。
こ
れ
は
、
支
部
事
務
局

長
高
橋
忠
三
氏
以
下
若
手
同
窓
組
が
結
束
し

て
一
年
も
前
か
ら
立
案
・
計
画
し
、
着
々
と

準
備
を
整
え
て
実
行
さ
れ
た
賜
も
の
で
す
。

東
尽
大
宏会
川和に
野し
ヲて

副
会
長

皆
様
、
お
元
気

で
お
過
し
で
し
ょ

う
か
。
昨
年
の
東

京
大
会
は
思
い
も

か
け
ぬ
盛
大
な
会

と
な
り
、
幾
年
ぶ

り
か
で
お
珍
し
い
方
々
と
も
お
会
い
出
来
て
、

生
き
て
居
て
よ
か
っ
た
と
痛
感
致
し
ま
し
た
。

学
園
を
去
り
ま
し
て
五
十
四
年
、
東
京
生

活
五
十
年
。
こ
の
度
の
東
京
で
は
、

L
U
若
い

同
窓
若
手
層
の
活
躍
こ
そ
、
私
共
の
永
年

こ
い
ね
が
っ
て
来
た
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
会

の
将
来
を
占
う
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
も
あ
り
ま

す
。
今
回
の
機
関
紙
発
行
の
企
画
も
正
に
そ

れ
で
す
。

こ
こ
に
、
六
十
年
の
歴
史
の
重
み
を
感
じ

ま
す
。
昔
、
わ
ず
か
な
同
窓
生
の
集
ま
り
か

ら
出
発
し
て
、
営
々
と
つ
守
つ
い
て
き
た
同
窓

会
も
、
女
学
校
と
の
合
同
の
も
の
と
な
り
、

若
手
層
の
活
躍
に
よ
り
、
同
窓
会
の
将
来
も

明
る
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

事
務
局
長
以
下
若
手
世
話
人
各
位
に
対
し

て
改
め
て
敬
意
と
感
謝
の
意
を
表
す
る
と
と

も
に
、
今
後
一
一
層
の
ご
健
闘
を
期
待
い
た
し

ま
す
。

方
々
の
献
心
的
な
お
尽
し
を
い
た
だ
い
た
お

陰
で
か
く
も
大
勢
の
方
々
に
お
集
ま
り
い
た

だ
き
ま
し
て
こ
ん
な
嬉
し
い
事
は
ご
ざ
い
ま

せ
ん
。
心
よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
長

井
か
ら
も
御
多
用
の
と
こ
ろ
遠
路
お
運
び
下

さ
い
ま
し
て
会
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
、

誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
生
ま
れ
て
初

め
て
鏡
割
り
も
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
し
、

古
稀
を
過
ぎ
た
自
分
に
と
っ
て
心
残
り
の
な

い
思
い
出
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
の
後
、
会
が
増
々
栄
え
ま
す
よ
う
御
担

当
の
幹
事
の
方
々
の
お
骨
折
り
を
感
謝
し
つ

つ
尚
一
層
の
御
活
躍
と
御
多
幸
を
お
祈
り
致

し
ま
す
。

池
袋
に
集
っ
た
青
春

新

野

晃

敏

(

昭

お

卒

)

昨
年
十
月
、
私
は
池
袋
の
東
武
デ
パ
ー
ト

で
催
さ
れ
た
、
長
井
高
等
学
校
の
創
立
六
十

周
年
記
念
東
京
大
会
に
出
席
し
た
。
振
り
返

っ
て
み
る
と
、
卒
業
し
て
以
来
丁
度
二
十
年

‘
に
な
る
が
、
か
か
る
催
し
に
参
加
す
る
の
は

初
め
て
で
あ
る
。
最
初
、
知
っ
て
い
る
顔
が

殆
ん
ど
見
当
ら
ず
、
と
ま
ど
い
を
覚
え
た
が
、

耳
に
入
っ
て
く
る
山
形
弁
が
、
直
ち
に
異
和

感
を
消
し
去
り
、
仲
間
意
識
を
呼
び
戻
し
て

く
れ
た
。
間
も
な
く
あ
の
十
ン
ボ
ロ
校
舎
で
、

苦
楽
を
共
に
し
た
同
級
生
の
顔
が
目
に
入
っ

て
く
る
。
高
校
時
代
ス
マ
ー
ト
な
美
少
年
だ

っ
た
友
が
、
薄
く
な
っ
た
頭
髪
と
美
事
な
腹

を
突
き
出
し
な
が
ら
握
手
を
求
め
て
く
る
。

可
愛
く
あ
ど
け
な
か
っ
た
女
子
高
校
生
が
、

こ
れ
ま
た
貫
録
十
分
な
ミ
セ
ス
に
変
身
し
て
、

腕
然
と
微
笑
を
投
げ
か
け
て
く
る
。
そ
の
時
、

忘
れ
て
い
た
二
十
年
と
い
う
歳
月
の
重
さ
に
、

改
め
て
感
じ
入
っ
た
次
第
で
あ
る
。

会
終
了
後
、
引
続
き
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
ビ
ル

で
、
久
し
振
り
の
同
級
会
を
楽
し
ん
だ
が
、

旧
交
を
温
め
る
機
会
を
作
っ
て
く
れ
た
鷹
桜

会
東
京
大
会
に
、
あ
ら
た
め
で
感
謝
す
る
と

同
時
に
、
本
会
が
今
後
益
々
盛
ん
に
な
る
こ

と
を
心
よ
り
祈
念
し
つ
つ
、
拙
文
を
し
め
く

く
り
た
い
と
思
う
。
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l 小 東京同窓会のあゆみ | 

東
京
双
鷹
会
の
歩
み

長
井
中
学
校
安

部

欣

る
人
の
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
な
し

に
は
、
い
わ
ゆ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ

る
同
窓
会
は
で
き
な
い
。
戦
後
期
の
事

務
局
を
さ
さ
え
た
の
は
、
何
と
云
っ
て

も
高
橋
正
二
氏
を
中
心
と
し
た
、
桑
島

喜
平
・
小
松
栄
一
・
石
坂
晃
一
・
大
場

浩
一
・
水
間
圭
裕
・
渋
谷
利
蔵
な
ど
の

先
輩
た
ち
で
あ
る
。
戦
後
の
混
乱
期
に

在
京
者
の
名
簿
を
つ
く
る
と
い
う
こ
と

は
そ
れ
ほ
ど
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。

同
窓
会
の
世
話
を
す
る
と
い
う
こ
と

は
、
大
変
な
こ
と
で
あ
る
。
よ
ほ
ど
、

「
世
話
好
き
」
「
も
の
好
き
」
「
仕
事

好
き
」
で
な
い
と
で
き
な
い
。
そ
の
う

え
、
適
度
に
馬
鹿
で
な
い
と
む
ず
か
し

い
と
思
っ
て
い
る
c

も
ち
ろ
ん
、
こ
れ

は
自
ら
の
述
懐
で
あ
っ
て
、
高
橋
先
輩

ゃ
、
高
橋
忠
三
君
を
そ
う
い
う
つ
も
り

は
な
い
。
も
う
一
つ
大
事
な
こ
と
は
、

か
な
ら
ず
陰
に
陽
に
力
に
な
っ
て
く
れ

先
輩
に
感
謝
し
て

長
井
高
等
女
学
校

柳
田
国
男
先
生
は
「
今
迄
の
歴
史
は

文
書
に
残
っ
た
も
の
に
の
み
頼
り
過
ぎ

た
。
併
し
本
当
の
歴
史
は
常
民
の
、
土
日

か
ら
生
き
て
来
た
く
ら
し
ぶ
り
の
、
語

り
つ
が
れ
て
来
た
事
柄
の
中
か
ら
拾
い

直
し
て
見
る
べ
き
だ
。
」
と
い
つ
も
云
わ

れ
ま
し
た
。

今
、
静
か
に
考
え
る
時
、
受
け
継
が

れ
る
べ
き
暮
ら
し
ぶ
り
や
、
語
り
つ
が

れ
て
し
か
る
べ
き
事
柄
が
い
か
に
少
な

吉

田

志

津

く
、
そ
し
て
多
く
の
事
柄
が
消
え
て
し

ま
っ
た
事
か
o

そ
れ
は
、
今
の
自
分
遠

の
日
々
を
思
い
返
し
て
見
て
も
気
が
つ

く
こ
と
で
す
。

鷹
桜
同
窓
会
の
事
に
お
い
て
も
同
じ

こ
と
。
私
は
、
五
十
五
年
十
月
十
八
日

東
武
百
貨
底
、
十
一
階
、
パ
ン
ケ
ッ
ト
ホ

ー
ル
に
て
発
会
と
ば
か
り
思
っ
て
い
た

処
、
と
ん
で
も
な
い
。
昭
和
三
十
四
年

四
月
十
日
、
池
袋
キ
ン
カ
堂
ホ

l
ル
で

江
戸
橋
の
秋
山
薬
品
ゃ
、
日
大
医
学
部

の
教
室
で
会
議
を
か
さ
ね
た
り
、
五
反

田
の
千
代
田
火
災
の
営
業
所
で
、
名
簿

の
原
稿
整
理
や
校
正
を
し
た
も
の
で
あ

る
。
も
ち
ろ
ん
ダ
ル
マ
ス
ト
ー
ブ
を
囲

み
な
が
ら
。
昭
和
三
十
年
代
の
後
半
、

中
川
先
輩
か
ら
私
が
引
継
ぐ
よ
う
に
な

っ
た
が
、
初
期
に
・
お
い
て
は
、
五
十
嵐

常
造
先
輩
、
そ
の
後
は
、
吉
池
良
材
、

森
和
吉
、
木
村
繁
、
高
橋
忠
三
な
ど
の

各
氏
に
・
お
世
話
に
な
っ
た
。
こ
の
期
間

会
員
の
協
力
に
よ
っ
て
、
二
十
数
万
円

の
基
金
が
で
き
た
こ
と
、
つ
ね
に
あ
た

た
か
く
見
守
っ
て
く
れ
た
会
長
に
感
謝

し
た
い
。

第
一
回
の
同
窓
会
が
開
か
れ
、
出
席
者

一
五

0
1
一
六

O
名
位
も
集
ま
り
、
そ

れ
か
ら
毎
年
の
よ
う
に
開
か
れ
て
い
た

と
の
事
を
こ
の
度
始
め
て
知
り
ま
し
た
。

世
話
人
は
安
部
欣
一
氏
と
女
学
校
関
係

稲
葉
ト
シ
子
氏
(
稲
葉
氏
は
そ
の
後
火

災
に
よ
り
死
亡
)
だ
っ
た
と
の
こ
と
で

ご
ざ
い
ま
す
。

一
つ
の
仕
事
の
始
め
と
い
う
の
は
と

て
も
大
変
な
も
の
。
御
苦
労
様
な
事
だ

っ
た
で
し
ょ
う
。
こ
の
事
も
、
こ
の
ま

ま
に
し
て
お
く
と
消
え
て
な
く
な
り
そ

う
な
の
で
機
関
紙
第
一
号
に
女
学
校
関

係
功
労
者
稲
葉
氏
の
霊
に
深
謝
を
捧
げ

て
記
し
ま
す
。

菅塗間平太 T 取締常務役
大 社取代表

学事出
T 

吉
T 取専務締役
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l長井高等学校創立6明年記念式典開催さる
母校では、昨年9月14日、創立60周年並

びに鷹桜会館竣工記念式典を、体育館およ

び講堂で開催された。(写真4頁)

東京では、 1面記載のように、過去最高

の参会者で大盛況であったo (写真5頁)

母校、県立長井高校の前身は、県立長井

中学校が大正9年4月15日開校式。町立長

井実科高等女学校は大正10年4月28日に開

校式をあげ出発した。以来、早苗ヶ原と小

桜城1Ell:に幾多の青春を育くんできた。

縮学校長式辞

母
校
で
の
式
典

大場徹三副実行委員長挨拶

鷹桜会長官正面

社
会
福
祉
法
人
だ

千
草
会
お
お
田
保
育
園

長
小
倉
小
千
子

(
昭
和
凶
年
第
四
凶
卒
)

一T
m
柏

市

大

青

田

一

五

O
九

1

二

電
話

0
4
7
1
3
1
2
7
9
5

圏
郷
土
料
理
も
が
み

竹

田

い
そ
こ

(
昭
和
凶
年
第
凶
回
卒
)

干

m
板

橋

区

大

山

町

三

六

電
話

0
3
1
9
5
5
1
5
1
4
9
・1
6
6
1

株
式
会
社
高

村

原

み

よ

(
昭
和
活
年
第
M
回
卒
)

干

m
横
浜
市
南
区
六
ツ
川
四
一
一
四
九

電
話
0
4
5
1
8
2
3
1
5
8
2
2

田

東
洋
興
産
株
式
会
社科

要

三

(
昭
和

n
l
m年
教
諭
(
理
科
)
)

〒
町
横
浜
市
戸
塚
区
公
田
町
一
二
九
四
二
四

電
話

0
4
5
1
8
9
1
3
8
7
2

代
表
取
締
役

社

長

保

株
式
会
社
コ
オ
ノ

河

野

潔
(
昭
和
四
年
第
初
回
卒
)

干
旧
大
田
区
南
馬
込
一
1
0
1
1

四

四

六

電
話
0
3
7
7
5
1
8
8
1
1

4 



|東京会場式典I(於・東武池袋バンケットホール)
欄削除

高女の校歌も声高らかに

高橋、川野両副会長による鏡開き(故郷からの樽酒)

所 ノ，1 取 株A式社Z三、 1T 33 EU区円H ロ口ロ 取締役代表

〒 長都市街全国原、 各明役夜 白豆雪団長議団共本 井 川 側古
lω 市一千事長土 産 〒 区 干 月西丈

級山 葦-，- 宅重o 党凶 j議zZ義』玉L 102 館言語小画十地建築 遠山 電江 3 安芦 電品 電千鈴
。区 再話京 商 話戸 話川 話代
3高 協開土 O区 『七 o }II ~ ! 区lJ 11 "o区 上 員 。回

|田 原 協J発台、 事務 3干 Y白 3 区~ ._~ ~ 11
3
大

3区登 2馬( 会 |石(藤 |本 I~部 言義 1 ̂  ~~ "1町." ~ 木
録。昭 9一昭 6 T 1 昭 会 7井昭 2 昭
第8場和 ム五 所 4二和 5一 1 和 議 7一和 3田和
一|一 26精E 会 i_I_ ~ 11 2色i'i 26 員 5 了~ 110橋 19
五o1 年 員員 !三年 l町 1 年 |一年 |二年

四四 69三四第1 百プ-=三呈玉王=雪子~， 11 ~ 七| 第1 岡 6l 一五章山 第1 信ま 29 一~ 2第1 伝 。9九| 第20 虞
九61 思γ 8 一一 回卒 7 番議室 回卒 :;. 11 8 1 卒堕 8 1 昭草
号的八~ -o<j" 11 5 二~ II'I_J'J 11 0 地 ~!II::t t 11 3 九 ~ 1-'""¥ 11 8七)

L一一一一一

5 



素
晴
ら
し
い
同
窓
会
に
出
席
し
て

竹
田
い
そ
子
(
昭
時
卒
)

若
々
し
い
受
付
の
人
達
の
笑
顔
に
迎
え
ら

れ
、
フ
ト
、
故
郷
の
あ
た
た
か
い
土
を
踏
ん

だ
よ
う
な
心
の
和
み
を
感
じ
な
が
ら
会
場
に

入
り
ま
し
た
。
そ
し
て
な
つ
か
し
い
あ
の
顔

に
会
い
、
こ
の
顔
と
語
り
、
遠
く
す
ぎ
た
青

春
の
あ
の
時
を
思
い
出
し
、
手
を
握
り
あ
っ

て
思
わ
ず
口
を
つ
い
て
出
る
長
井
誰
り
に
笑

い
あ
い
ま
し
た
。
会
場
一
杯
の
皆
さ
ん
が
、

友
と
先
輩
と
語
り
、
盃
を
あ
げ
て
お
ら
れ
る

姿
を
見
る
と
、
東
京
に
沢
山
の
同
窓
の
皆
さ

ん
が
住
ん
で
居
ら
れ
、
こ
ん
な
に
楽
し
く
集

ま
っ
て
来
ら
れ
る
な
ん
て
本
当
に
素
晴
ら
し

い
こ
と
だ
と
思
っ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

な
つ
か
し
い
校
歌
を
う
た
う
皆
さ
ん
の
顔

は
若
々
し
く
か
が
や
き
、
私
は
遠
い
故
郷
の

川
辺
の
土
手
や
、
母
校
の
あ
の
桜
並
木
が
思

い
出
さ
れ
、
目
頭
が
じ
い
ん
と
熱
く
な
る
の

を
覚
え
ま
し
た
。

例
会
と
幹
事
会
の
お
知
ら
せ

東
京
鷹
桜
会
で
は
、
親
睦
と
発
展
の
た
め

に
、
毎
年
例
会
を
十
月
第
三
日
曜
日
に
開
く

こ
と
に
決
ま
り
ま
し
た
。
ご
案
内
は
洩
れ
な

く
差
上
げ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
住
所

の
分
ら
な
い
人
が
多
い
の
で
、
友
人
な
ど
、

学
年
幹
事
あ
る
い
は
事
務
局
ま
で
、

O
年
卒

と
記
入
の
上
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

な
お
、
学
年
幹
事
会
を
五
月
に
聞
き
ま
す
。

-
音
楽
部
O
B
会

昭
和
五
十
四
年
十
二
月
、
東
京
地
区
の
音

楽
部
O
B
会
が
港
区
の
青
山
会
館
で
関
か
れ

昭
和
二
十
一
年
か
ら
三
十
四
年
卒
ま
で
の
男

女
約
七

O
余
名
が
集
ま
っ
た
。

故
郷
か
ら
、
山
口
の
ぶ
先
生
が
ニ
コ
ニ
コ

顔
で
出
席
さ
れ
、
長
高
初
代
の
音
楽
部
長
、

高
橋
俊
竜
氏
(
昭
お
卒
)
を
中
心
に
、
か
つ

て
な
い
和
や
か
な
楽
し
い
時
を
過
し
た
。

山
口
の
ぶ
先
生
の
独
唱
「
初
恋
」
や
自
己

紹
介
、
ピ
ア
ノ
・
歌
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ

ョ
ン
の
後
、
み
ん
な
で
十
数
曲
の
コ
ー
ラ
ス

は
さ
す
が
音
楽
部
と
自
賛
し
た
。

音
楽
を
職
業
と
す
る
人
も
多
く
、
今
年
の

秋
、
も
っ
と
広
く
会
合
を
も
っ
予
定
で
す
。

一
人
で
も
多
く
の
参
加
者
を
待
っ
て
い
ま
す
。

連
絡
先
加
藤
栄
助
(
昭
部
卒
)

世
田
谷
区
上
馬
一
|
七
|
四

夜

n
u
q
a
-
-
4生
内

4
唱

i
l
l
F
b
内

4
0
0
唱

A

-
サ
ッ
カ
ー
部
だ
よ
り

1
1

長
井
高
校
サ
ッ
カ
ー
部
同
窓
会
は
昭
和
五

十
五
年
十
一
月
十
五
日
、
上
ノ
山
温
泉
月
間

ホ
テ
ル
に
て
鈴
木
松
市
先
生
を
む
か
え
盛
大

に
行
わ
れ
た
。

三
十
有
余
年
の
再
会
の
よ
ろ
こ
び
は
、
時

間
が
た
つ
に
つ
れ
年
齢
を
忘
れ
、
身
心
共
に

青
春
時
代
に
も
ど
り
、
次
回
は
派
手
な
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
を
つ
く
り
現
役
に
挑
戦
し
よ
う
と

の
こ
と
。
足
に
自
信
の
あ
る
諸
兄
(
老
若
を

問
わ
ず
)
は
連
絡
を
待
っ
て
お
り
ま
す
。

連
絡
先
板
橋
区
中
板
橋
一
九
一

O

那
須
常
一
(
昭
部
卒
)

A
U
q
a
-
-
n万
戸

O
唱

A
l
l
p
o
q
J
F
O
n
b

-
陸
上
部
O
B
会

昨
年
十
二
月
六
日
夜
、
大
田
区
大
井
町
の

し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
料
理
「
い
ら
か
」
で
、
陸
上

部
(
出
席
者
昭
却

1
m卒
)
の
同
窓
会
を
聞

い
た
。
当
時
の
部
長
、
保
科
要
三
先
生
を
迎

え
て
、
椎
名
茂
氏
(
昭
部
卒
)
を
中
心
に
男

女
十
数
名
が
集
っ
て
、
一
市
三
郡
の
駅
伝
大

会
で
の
優
勝
ゃ
、
昭
和
二
十
七
年
の
県
大
会

の
優
勝
、
鮎
員
小
学
校
で
の
合
宿
の
こ
と
な

ど
、
当
時
の
懐
古
談
に
花
が
咲
い
た
。

昭
和
五
十
七
年
秋
に
、
も
っ
と
輪
を
広
げ

て
開
く
予
定
で
あ
る
。

連

絡

先

椎

名

茂

(
9
4
1
)
5
8
0
6

-
テ
ニ
ス
部
O
B
会

東
京
で
の
テ
ニ
ス
部
O
B
会
は
、
も
う
昔

の
昭
和
三
十
七
年
頃
、
銀
座
の
「
樽
平
」
で

約
三
十
名
が
集
ま
っ
て
開
い
た
こ
と
が
あ
る
。

高
校
に
な
っ
て
か
ら
の

O
B
達
ば
か
り
で

竹
田
一
照
氏
(
昭
羽
卒
)
を
中
心
に
「
時
々

聞
こ
う
」
と
約
し
た
の
だ
っ
た
が
、
数
人
で

の
会
合
は
開
い
て
も
、
全
員
で
の
会
合
は
以

後
開
い
て
い
な
い
。
し
か
し
、
「
近
い
う
ち

に
や
ろ
う
」
と
話
が
も
ち
上
っ
て
い
る
。

1T73 経営 取締役社長 高商 鈴教木 ~ 11 ~輿 ス 需工フ
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V
三
十
一
年
卒
業
の
皆
様
ヘ

三
十
一
年
卒
業
生
(
男
女
)
の
第
一
回

同
期
会
を
三
月
中
に
開
催
予
定
で
す
。

皆
様
か
ら
の
ご
連
絡
を
待
っ
て
い
ま
す
。

幹

事

・

丸

川

毅

(
5
0
9
)
3
7
2
2

岩
井
(
旧
姓
佐
藤
)
恭
子

(
9
4
5
)
6
8
1
2
 

V
関
東
三
五
会
の
お
知
ら
せ

昭
和
五
十
六
年
一
月
十
七
日
(
土
)
午
後

五
時
よ
り
、
新
宿
西
口
、
野
村
ビ
ル
地
下
二

階
、
下
鴨
茶
寮
に
、
お
い
て
、
長
南
三
五
会
の

同
期
会
が
行
わ
れ
、
計
三
十
二
名
の
出
席
者

米倉島

東京鷹桜会学年幹事

安部欣一

成島マサ

川里子カツ

斉藤きみ

石島フサ子

桑島従子

川野カツ

が
あ
り
、
非
常
に
盛
会
で
し
た
。
次
回
は
七

月
頃
に
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
同
期
生
の

方
々
は
左
記
幹
事
ま
で
連
絡
下
さ
い
。

新
野

(
9
7
2
)
8
1
1
1
間
内
線
2
1

7
9
・
寒
河
江

(
8
3
1
)
2
9
5
4

V
昭
和
二
九
会
開
催
の
お
知
ら
せ

昭
和
二
十
九
年
度
卒
業
生
の
関
東
在
住
同

期
会
は
、
来
る
五
月
十
七
日
(
日
)
東
京
・
半

蔵
門
会
館
に
て
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

み
な
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち
い
た
し
て

お
り
ま
す
。
連
絡
は
左
記
幹
事
宛
お
気
軽
に

お
電
話
く
だ
さ
い
。

-
高
石
賢
一

0
3
(
4
7
0
)
3
9
6
1

・
土
屋
哲
男

0
4
9
2
(
5
1
)
6
6
0
2

V
二
八
卒
会

二
八
年
卒
業
生
同
期
会
は
、
東
京
で
毎
年
、

伊藤きみ

荘田きょ

千明隆子

子
と
子
よ
ル
子
秀
子

成

も

道

み

テ

幸

節

村
田
野
田
須
野
本
井

木

新

栗

原

奈

水

岩

岩

吉田志津

加藤益江

角田イチ

児玉ひろ

平田まつ子

屋島幸

小松ユキ

遠藤トキ

五十嵐千枝子
竹田いそ子

今野幸子

中島コウ

諏訪しげ子

加藤方

竹田てる

貴志悦子

宮田重

奥山多喜子

仲谷智子

川村計蔵

深瀬和夫

孝

実

菅野力蔵

安部

熊野

長沼孝三

高橋正二

高橋忠三

飯沢菊雄

児玉茂

芳武茂介

渋谷利蔵

寺島景作

高橋正二
小松栄一

大場浩一
新野辰雄

長岐靖朗

斉藤嘉代次

今野信一郎
吉池良材

安部欣一

鈴木貞男

桑島遼

石黒友吉
三須秀亮

高石昭二郎

大竹修一
横沢良助

会長
副会長
事務局長

事
卒
卒
卒
卒
卒
卒
卒
卒
卒
卒
卒
卒
卒
卒
卒
卒
卒
卒
卒
卒
卒
卒
卒
卒
卒
卒
卒
卒
卒
卒
卒
卒
卒
卒
卒
卒
卒
卒
卒
卒
卒

u
u
2
3
4
5
7
8
9
m
u
ロ
u
u
日
目

u
m
m
m
幻

n
n
M却
幻

m
m
m
m刊
m
U
M
M
M
お
お

m
m
ω
M
U
C
H
M
H
H
H日

幹
大
大
昭
昭
昭
昭
昭
昭
昭
昭
昭
昭
昭
昭
昭
昭
昭
昭
昭
昭
昭
昭
昭
昭
昭
昭
昭
昭
昭
昭
昭
昭
昭
昭
昭
昭
昭
昭
昭
昭
昭

故
郷
で
隔
年
開
い
て
い
る
が
、
昭
和
五
十
八

年
に
は
三
十
周
年
を
記
念
し
て
、
田
舎
と
東

京
合
同
で
、
一
泊
で
盛
大
に
同
期
会
を
開
こ

う
と
話
し
合
っ
て
い
る
。
東
京
で
は
、
今
年

秋
に
聞
く
予
定
で
す
。
楽
し
み
に
。

V
昭
お
・
幻
卒
合
同
同
期
会

表
記
の
同
期
会
を
同
年
秋
東
京
で
聞
き
ま

す
。
盛
大
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
左

記
幹
事
宛
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
ご
連
絡
の
程

を
。
部
卒
椎
名
茂

9
4
1
5
8
0
6
・
丸

山
松
雄

(
0
4
8
4
)
7
3
1
6
1
7
6
・

井
上
ノ
ブ

7
7
5
2
9
8
3
・
塚
田
英
子

7
7
6
8
8
9
2

幻
卒
菅
七
郎

3
1
5

0
2
2
7
・
中
川
孝
(
0
4
7
4
)
4
3
1

6
0
9
8
・
加
藤
房
子

(
0
4
7
2
)
3
2
1

7
8
8
7
・
福
田
春
子

7
1
2
5
7
7
9

小山田寿子

加藤房子

当麻薬

安達邦子

布川典子

子
子
代
子
子
代
子

礼

綾

美

律

昌

勝

礼

谷

部

木

田

見

回

岸

大

安

鈴

武

石

松

根

平野啓子

孝

土屋哲男

寒河江忠

中

椎名茂

菅七郎
木村繁

高石賢一

芳賀文治

丸川毅

色摩正
菅沼裕二

新野晃敏

登
孝
一
一
一
一
俊
夫

信

淳

要

清

正

昌

吹
山
地
橋
谷
間
岡

平

横

菊

高

森

菅

友 渋谷寿子
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事
務
局
、
だ
よ
り

皆
さ
ん
、
お
元
気
で
す
か
。

東
京
で
の
同
窓
会
は
、
東
京
双
鷹
会
と
し

て
、
古
く
か
ら
会
合
を
開
い
て
や
っ
て
き
ま

し
た
が
、
母
校
で
、
昭
和
五
十
三
年
に
女
学

校
の
校
舎
が
壊
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
双
鷹

同
窓
会
と
顕
桜
同
窓
会
が
合
併
し
て
、
鷹
桜

同
窓
会
と
い
う
名
称
で
合
同
の
同
窓
会
が
発

足
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
東
京
も
、
東

京
鷹
桜
(
ょ
う
お
う
)
会
と
な
り
ま
し
た
。

事
務
局
で
は
、
こ
れ
を
機
に
会
の
充
実
を

目
指
し
、
準
備
を
進
め
、
昨
年
一
月
二
十
七

日
に
各
学
年
幹
事
に
参
集
い
た
だ
き
、
活
発

な
討
議
を
重
ね
、
ち
ょ
う
ど
巡
っ
て
き
た
創

立
六
十
周
年
を
足
が
か
り
に
活
動
を
軌
道
に

の
せ
る
こ
と
が
出
来
そ
う
で
す
。

常
に
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
若
い
会
員

が
出
席
さ
れ
な
い
こ
と
で
、
同
時
に
名
簿
が

確
定
で
き
な
い
こ
と
で
す
。
こ
の
二
点
を
何

と
か
解
消
す
る
こ
と
に
よ
り
、
長
沼
孝
三
会

長
の
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
米
沢
輿
譲
館
の
同

窓
会
に
近
づ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
機
関
誌
も
そ
う
い
っ
た
意
図
か
ら
、

高
石
賢
一
氏
(
昭
却
卒
)
の
発
案
で
、
山
形

東
高
校
の
機
関
誌
に
な
ら
い
、
事
務
局
長
の

高
橋
忠
三
氏
を
中
心
に
木
村
繁
氏
(
昭
却
卒
)

鈴
木
嘉
彦
氏
(
昭
お
卒
)
の
協
力
で
発
行
さ

れ
た
も
の
で
す
。
年
に
一
度
は
発
行
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
ご
協
力
を
願
い
ま
す
。

(
高
石
)
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社
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ド
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サ
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出
表
取
締
蹴
高
石
賢
一

(
昭
和

m年
第

4
回
卒
)

一
T
m
渋
谷
区
千
駄
ヶ
谷
一
ー
l
二
O
|
一

電
話
0
3
4
7
0
3
9
6
1

東
京
菱
和
自
動
車
株
式
会
社

業
務
本
部
中
古
車
部

長

高

橋

邦

男

(
昭
和
却
年
第
4
回
卒
J

〒

m
渋

谷

区

富

ケ

谷

二

二

O

l

九

電
話
0
3
1
4
6
8
3
4
1
1

部寝
つ装

ち具
や空

土商i唐金
贈
答

直
飯

代

表

屋

哲

男

(
昭
和
mm
年

第

4
回
卒
)

富

士

見

市

鶴

馬

二

七

二

七

電
話

0
4
9
2
5
1
6
6
0
2

T 
354 

京
呉
服
・
つ
む
ぎ
織
元

有
限
会
社
は
く
た
か

代表取締役堀

寸-

106 

仁

丸

(
昭
和
mm
年

第

4
図
卒
)

港

区

西

麻

布

三

二

O
i
九

電
話

0
3
4
0
5
1
1
7
1
1

山
形
新
聞
東
京
支
社

T 
104 

沢

洋

介

(
昭
和
お
年
第
叩
回
卒
)

中
央
区
銀
座
一
千
l

一
口
七
(
第
一
太
陽
ピ
ル
)

電
話

0
3
1
5
4
3
0
8
2
1
灼
I
5

編
集
部
長

黒

山

寒将
司草逼

河村I長
社

江

忠

(
昭
和
お
年
第
刊
回
卒
)

〒

山

台

東

区

東

上

野

三

三

九

ー

一

O

上
野
警
察
署
向
光
和
ピ
ル
一
階

電
話
0
3
8
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代
田
区
霞
ヶ
関
一
|
一
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株
式
祖会
師社

時 2西す底安

ア

宿

長

田

威

(
昭
和
お
年
第
刊
回
卒
)

世

田

谷

区

仙

六

i
二

l

九
l

三

電
話

0
3
1
4
1
6
1
2
1
3
1
l
3

寸-

157 

日
本
大
撃
墜
息
子
部
附
属
板
橋
病
院

胸

部

外

科

病

棟

警

長

日
本
大
開
宇
闘
酉
同
学
部
講
師

新

野

晃

敏

(
昭
和
お
年
第
刊
回
卒
)

板

橋

区

大

谷

口

上

町

三

番

一

号

電
話

0
3
9
7
2
8
1
1
1
間

瞥
皐
博
士T 
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